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発行人 :新井昭夫 発行所 :稲門山の会事務局  TEL03 3367-3723 FAX03-3367-8150 ③稲門山の会1998

創立50周年記念式典・懇親パーティー

「早稲田大学山の会の倉」立50周年」を記念するパーテイーが盛大に行われたので報告します。

「稲門山の会」とその母体である「早稲田大学山の会」は共催で、11月 18日 (土 )、 記念式典・

懇親パーテイーを早稲田大学で行いました。

現役とOB・ OG合わせ約160名が、西は屋久島、人分、福岡から北は北海道から、集まり参じ

て、世代を超えてのホームカミングとなりました。友人・ご家族も含め、OBGと 現役学生が一

緒になって、大変意義深い時を過ごすことができました。

受付では、50年 間の山行記録等を集大成したB5ハ ードカバーの記念誌が山と積まれ来場者に

手渡されました。その隣りでは昔懐かしいランプをかたどった、かつての会員バッジの復刻版が

記念品として販売されました。

第一部式典は大隈会館で行われ、会場に立ち見のできる盛況

で、真下さんの司会によって進められました。初めに濱田 山

の会会長 (OB。 理工学部教授)挨拶、初代幹事長和国 (匡 )さ

んの発声による物故会員への黙祷の後、プレゼンテーション

「山の会50年 の歩み」が清水 (保 )さ んによって行われました。

創立当事の状況から振返 り、家庭用石油コンロや食料に鶏を担

ぎ上げた写真などを織 り込んでプロジェクターで投影しながら

進められました。山の会のコンセプ ト「研究性と大衆性」では、

知床・屋久島などの研究や白馬岳気象観測へ百葉箱を背負った写真などが映写されました。

山行活動の多様性では日本百名山が発刊された時すでにその9割 を登っていたことなどが報告

されました。109人 という大勢の会員が北アルプス雲の平に集結した夏合宿や積雪期登山、海外

遠征登山などの登山活動の他、学外活動なども含め現在に至るlFl況 が紹介されました。

講演「第二次エクア ドル・アンデス遠征 アルタール・オビスポ峰初登I頁」では、宮野さん

(隊長)の 講演があり、当事まだ珍しかった16mmカ ラーで撮影されたフイルムからDVDに編集

して、上映され、オビスポ峰が初登頂であったことや学術的気象観測が初めて行われたことが当

11局 18日 、お蔭壕で、皆様の絶大なるご援助、ご協力を得まして、約 160

名の出席者を迎え、盛大のうちに倉J立 50周 年記念行事を無事に終わる事が出

来ました。これもOBG皆 様方のご支援なくしては出来ない事で したと感謝

致しておりますc

仕事のご都合、そのtのご都合等でご出

「

出来なかつた皆様に当日の式興、

懇親会の71T子 お届け致します。
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時大きく評価されました。卒業間もないOBと 学生が、未だ外貨自由化前のネ|:会 状況の中で進め

るには大変な音労があり、出国することが最大の難事であったそうです。登攀については角田さ

ん (登攀隊長)か ら報告され、またカヤンベ峰では、赤道直下の氷雪登山であるので日中は厳 し

い日射に加熱され日暮れとともに急降下 しマイナス30℃ になる厳 しい条件など、山行にはいろい

ろ苦労があったとのことでした。隊員だった小林 (伸 )さ んが現地の青楽をBGMと して、重ね

て編集 したので視聴党作品としても素晴らしいものでした.

その後、伊藤現役幹事長による今後に向けての力強い挨拶がありました。

第二部懇親会は、大隈ガーデンハウスに移って行われました。壁面には、50年 間と現役の活動

の写真パネルが多数展示され、また倉1立 50周年記念登山 (全国ふるさと富士山50山 )が 日本地図

と写真で報告されていました。

懇親会は吉田 (稔 )さ んの司会で進められ、稲門山の会市村代表挨拶、上田 (訓 )さ んによる

乾杯の後、OBG等 と現役が交 じり合って盛況に交友を温めあいました。50周年という意義に参

会者それぞれの人生が重なりあい、かかわりの深さを分かち合っている様子でした。

来賓として、東京都山岳連盟の本木穂子氏、山岳雑誌「岳人Jの銅冶伸子氏、アフリカ縦 ll‐ 登

山隊に医師として参加された岡部紀正氏、及び記念誌の印刷製本にご協力いただいた石井精二郎

氏からご挨拶を賜 りました。続いて50周年の各記念事業について、各ワーキンググループのリー

ダーから報告がありました。

記念誌については、恩田さんから「記念誌を、これから50年 に向けての “礎"に してほしい。

間違っても記念誌を山の会の “墓標"に してはならない。ついては、446頁の編集後記から読み始

めて欲 しいJと のコメントがなされました。

記念登山については、三木さんから富士と名の付 く山や故郷の山を全国から50選 んで皆で手分

けして登ったことなどが報告されました.出席の皆さんは、昔の仲間達との思い出話 しを楽しみ、

盛上っておりました。しかし2時間超におよぶ歓喜の時は経ち、校歌斉唱の時が来てしまいまし

た。出席者全員の皆さんはこの時ばかりは厳かに、かつしみじみと、「集まり散 じて人は変われど、

仰ぐは同じき…」と、この貴重な「同じき時Jを 共有し、LLの会が永遠に存続するよう願ってい

ました。

最後に伊藤現役幹事長による力強いフレーフ

レー唱和の後、高ぶる気持ちに名残を情 しんで、

OBG達 は三々五々、二次会などへと移っていき

ました。
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早稲田大学山の会創立五十周年記念登山 (ふるさとの富士山・名山に登ろう)の記録
(11//18//'06)

(脚 注1)39年 度同期生9名 :井 上昌代、梅崎興一郎、菊池博、斎藤洋任、鈴木精一、高野光正、田野辺親遠、長谷川徹、山崎征彦
(脚 注2)「花の同期生」8名 :納見明徳34、 官野準治34、 清水保宏35、 恩田和夫36、 佐藤嘉紘 36、 金子弘吉36、 吉田稔37、 栗又功雄37
(脚 注3)山とスキーの会3名 :蓮美佐子、市村洋美、能勢寿美枝
(脚 注4)OBG13名 :吉沢章仁郎34、 小久保一郎35、 小久保雅代37、 荒川秀夫35、 加納孝治35、 滝沢信-35、 恩田和夫36、 佐藤嘉紘36、

金子弘吉36、 竹内敏36、 三木常靖36古林美穂子37、 栗又功雄37
(脚 注5)38年度同期生12名 :小林仲吉夫妻、高森淳一、岡崎快夫妻、磯部映美、松本公一、真下健弥夫妻、藤井栄二、中込冶文夫妻
(脚 注6)大成登ろう会5名 :池 田義信、勝村健二、佐溝憲司、鈴木英司、長嶺和之

岩手山 (南部片富士 )

111(出 羽 富 士 〕

(｀ ビークハント50'の

34+田 野 暦  34西

石鎚 山 (ふるさとの名 山 )
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ご寄付を戴いた皆様のお名前
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寄付金総額 :1,689,000円 皆様のご協力をご報告致 します.大変有難う佃l座 いました:

氏 名

1 青木 一隆  17
2 青山 和則  18
3 東  止射  19
4 天野 裕子  20
5 新井 昭夫  21
6 荒井 英明  22
7 飯泉  信  23
8 五十嵐 健  24
9 池田 隆彦  25
10 磯部 映美  26
11 1∫ INl 栄- 27
12 稲

i吉   豊  28
13 井上 昌代  29
14 井村 英明  30
15 上国 敦子  31
16 上田 訓央  32

氏 名

打矢 之成

卯月 一好

宇野澤虎雄

海野 俊男

大谷 純通

岡  康彦

岡崎  快

恩田 和夫

笠原  ギ

金栄 紘夫

金了 弘吉

金子 治雄

力ll納  孝治

倉本  弘

栗又 功雄

胡桃  哲

氏 名

33 小島  閑  49
34 小島 俊- 50
35 小竹 正雄  51
36 小林 庸晃  52
37 小松 雅美  53
38 斉藤 延雄  54
39 斉藤 雄二  55
40 斉藤 洋任  56
41 佐藤 嘉紘  57
42 柴原  至  58
43 ,青 可( 1正 日召  59
44 自倉 俊夫  60
45 3~lill l告 .,1  61

46 杉本す 慎- 62
47 鈴木 健夫  63
48 関根聡 ^郎  64

創立50周年事業の会計報告

氏 名     氏 名     氏 名

人賀 史雄  65 布村征司郎  81 三木 常靖

高野 光正  66 納見 明徳  82 三宅  衛

高橋 勇雄  67 秤   勤  83 宮野 rE治
高森 淳

‐ 68 原 四男美  84 山口 呂之

滝沢 信- 69 弘海 都子  85 山崎 征彦

竹内  敏  70 広瀬 舜- 86 山下 幸秀

田野 廣- 71 藤井 栄治  87 山本 道明

丹治 和男  72 藤沢 日+夫  88 山本 貴次

椿  吉雄  73 藤田 忠、彦  89 古沢章仁郎

鶴岡 武紀  74 堀  正彦  9()和 田 匡弘

仲沢 文男  75 真下 健弥  91 渡辺 征二

内藤 錦樹  76 宮尾 久志  92 石川 信孝

中屋 嘉夫  77 松ll 葉子  93 西村 真

難波菊次郎  78 松村啓之亮

両本 英 L「  79 松本 公一  (敬 1/1を 略して

西山 賢嗣  80 三浦 有卜代   お |,ま す)

以上をご報告致 します。

2006/12/5現 在

会計幹事 関根線一郎
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J又 入の部    1     説明llFl

110BGの 寄付金総額   1延 101名 (2回寄付者含む,

2 懇親会パーテイー会費   総勢153名 (会 員 家族 現役 )

31お祝い金         東京都山岳連盟・安信印Pmli■様

41バ ッチ復刻版売上高   11000円 ×98ケ

金 額

1,689,000

1,031,000

43,000

98,000

備考llFl

招待来賓考含まず

在庫あり

計| 2.861.000

支出の部 言見1月
ilfl | 備考llTl金 額

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

50周 年記念式典会場費ほか

懇親会バーテ イー

ビール持込代

50周 年記念誌製作代

記念誌発送代
バッチ復刻版制作費

写真バネル等制作費

フイルムプリント代

名札等事務用品費

WG等の会合会場費

銀行振込料等含む

懇親会欠席者・外部者等へ送千J

銀行振込料含む

屋)認 |
27,7001

1,548,0421

83,7001

123,270

113,240

7,056

38,265

26,7651

早稲田大学
'リ

ーガロイヤルホテん

大限カーデンハウス

安信自l刷 工業 ll

日東精旗‖

隋|ジ ーツ

2,696,338言|


